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青あ
お
き木 

大だ
い （

千
葉
県
）

　

市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ

れ
た

平ひ
ら
さ
わ沢 

優ゆ
う
こ子 （

滝
波
町
2
丁
目
）

　
学
校
教
育
の
向
上
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
児
童
・
生
徒
の
保
健
・
健
康
指
導
に
尽

力
さ
れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

飯い
い
の野 

由ゆ

み

こ
美
子 （
旭
毛
屋
町
）

　
学
校
教
育
の
向
上
に
情
熱
を
注
ぎ
、
特

に
音
楽
教
育
や
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
、
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た

山や
ま
ぐ
ち口 

茜あ
か
ね （

平
泉
寺
町
小
矢
谷
）

　

令
和
4
年
度
第
76
回
全
日
本
総
合
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
、H
S
B
C 

B
W
F
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー

フ
ァ
イ
ナ
ル
ズ
2
0
2
2
女
子
シ
ン
グ
ル

ス
優
勝
、
マ
レ
ー
シ
ア
オ
ー
プ
ン
2
0
2
3

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
、
ド
イ
ツ
オ
ー
プ

ン
2
0
2
3
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
、
マ

レ
ー
シ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
2
0
2
3
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
優
勝
、
カ
ナ
ダ
オ
ー
プ
ン

2
0
2
3
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

令
和
令
和
55
年
度
年
度  

勝
山
市
表
彰
式

勝
山
市
表
彰
式

市
政
功
労
表
彰

市
政
功
労
表
彰

市
政
功
績
表
彰

市
政
功
績
表
彰

畑は
た
な
か中 

文ぶ
ん
ご吾 （

荒
土
町
松
田
）

中な
か
が
わ川 

信の
ぶ

廣ひ
ろ （

北
郷
町
坂
東
島
）

岩い
わ
く
ら倉 

治お
さ
む （

荒
土
町
細
野
）

坂さ
か
う
え上 

信の
ぶ
お雄 （

荒
土
町
北
新
在
家
）

　

長
年
に
わ
た
り
農
家
組
合
長
と
し
て
、

そ
の
要
職
を
務
め
、
農
業
行
政
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
た

多た

だ田 

一か
ず
お雄 （

郡
町
2
丁
目
）

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
商
工
会
議
所
議

員
と
し
て
そ
の
要
職
を
務
め
、
商
工
業
の

発
展
と
地
域
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

山や
ま
も
と本 

一い
ち
ろ
う郎 （

旭
毛
屋
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
は
た
や
記
念
館
ゆ
め

お
ー
れ
勝
山
の
運
営
に
尽
力
し
、
同
館
の

魅
力
向
上
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

推
進
に
寄
与
さ
れ
た

斎さ
い
と
う藤 

紀の
り
か
ず一 （

栄
町
1
丁
目
）

出で
ぐ
ち口 

忠た
だ
か
つ勝 （

北
郷
町
伊
知
地
）

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
献

身
的
な
活
動
に
よ
り
防
火
意
識
高
揚
、
災

害
防
止
に
努
め
、
市
民
生
活
の
安
全
に
寄

与
さ
れ
た

丸ま
る

山や
ま 

忠た
だ

男お 

（
本
町
3
丁
目
）

下し
た

道み
ち 

惠け
い

子こ （
荒
土
町
北
新
在
家
）

　

長
年
に
わ
た
り
勝
山
市
議
会
議
員
と

し
て
市
民
福
祉
の
増
進
と
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

松ま
っ
た田 

敏と
し
お男 

（
元
町
3
丁
目
）

　
長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
要
保
護
者
の
自
立
支
援
な
ど
に
尽
力

し
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

藤ふ
じ
し
ま嶋 

均き
ん

三ぞ
う （

芳
野
町
1
丁
目
）

中な
か
の野  

榮さ
か
え （

立
川
町
1
丁
目
）

　
今
年
度
か
ら「
勝
山
市
表
彰
式
」と「
勝

山
市
教
育
委
員
会
表
彰
式
」
を
統
合
し
、

今
年
度
は
10
月
22
日
の
産
業
フ
ェ
ア
に
あ

わ
せ
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治
や

福
祉・保
健
、
文
化
、
学
校
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
各
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
44
の
個

人
お
よ
び
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

地
方
自
治
功
労

福
祉
・
保
健
功
労

産
業
功
労

消
防
・
交
通
功
労

社
会
公
益
功
績
賞

教
育
功
績
賞

ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞
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勝
山
中
部
中
学
校

　
第
13
回
い
っ
し
ょ
に
読
も
う
！
新
聞
コ

ン
ク
ー
ル
優
秀
学
校
賞

竹た
け
う
ち内 

咲さ

葵き （
勝
山
中
部
中
3
）

　

令
和
4
年
度
小
中
学
生
税
に
つ
い
て

の
作
文
福
井
県
知
事
賞

廣ひ
ろ
た田 

真ま

り里
菜な （
勝
山
北
部
中
3
）

　

第
45
回
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
入
選

林は
や
し 

美み
ゆ
う結 （

勝
山
南
部
中
3
）

　

第
1
回
J
B
A
管
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン

テ
ス
ト
福
井
県
大
会
中
学
生
の
部
金
賞
、

第
39
回
管
打
楽
器
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
北

陸
大
会
中
学
生
の
部
金
賞

北き
た
が
わ川 
万か
ず
は葉 （

勝
山
中
部
中
1
）

　

第
48
期
福
井
県
小
中
学
生
王
将
位
戦

中
学
生
の
部
優
勝

北き
た
が
わ川 

万か
ず
は葉 （

勝
山
中
部
中
1
）

北き
た
が
わ川 

華か

愛お （
成
器
西
小
6
）

三み
つ
た
に
津
谷 

悠ゆ
う
ま馬 （

成
器
西
小
3
）

　
第
18
回
文
部
科
学
大
臣
杯
小
・
中
学
校

将
棋
大
会
団
体
戦
福
井
県
大
会
小
学
校

の
部
優
勝

木き
の
し
た下 

翔と

愛あ （
勝
山
南
部
中
1
）

印か
ね
ま
き牧 

理り

こ子 （
成
器
南
小
6
）

坂さ
か
い井 

芽め

い依 （
成
器
南
小
6
）

　

第
56
回
福
井
県
吹
奏
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
小
学
校
の
部
金
賞

斎さ
い
と
う藤 

珠じ
ゅ
梨り （
勝
山
中
部
中
1
）

坂さ
か 

夏な
つ
え江 （

勝
山
中
部
中
1
）

森も
り
う
ち内 

凛り
ん （

勝
山
中
部
中
1
）

加か
と
う藤 

あ
ゆ
み （
成
器
西
小
6
）

　

第
56
回
福
井
県
吹
奏
楽
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
小
学
校
の
部
金
賞
、
第
46

回
北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
小
学

校
の
部
銀
賞

勝
山
高
等
学
校

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
51
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
北
信
越
予
選
会
女
子
学
校

対
抗
戦
第
3
位

竹た
け
う
ち内 

享き
ょ
う
た汰 （

勝
山
高
3
）

　

常
陸
宮
賜
杯
第
73
回
中
部
日
本
ス

キ
ー
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
少

年
男
子
10
㎞
フ
リ
ー
優
勝

笠か
さ
ま
つ松 

煌こ
う
己き （
勝
山
南
部
中
2
）

　

第
44
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大

会
相
撲
競
技
個
人
軽
量
級
の
部
準
優
勝

滝た
き
も
と本 

弦げ
ん
た
ろ
う

太
朗 （
勝
山
南
部
中
1
）

　
2
0
2
2
ワ
ー
ル
ド
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

カ
ッ
プ
宮
崎
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
第
1
位
、

2
0
2
3
全
国
中
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
中
学
1
年
の
部
第
3
位

大お
お
ば
や
し林 

拓た
く
ま真 （

平
泉
寺
町
平
泉
寺
）

　
カ
ナ
ダ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
レ

ン
ジ
2
0
2
2
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
、

ベ
ト
ナ
ム
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
レ

ン
ジ
2
0
2
3
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
、

サ
イ
パ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

2
0
2
3
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

宇う

だ田 

崇た
か
二つ
ぐ （

本
町
4
丁
目
）

　

特
別
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

キ
ー
競
技
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
競
技
成
年
男
子
B

 

10
㎞
ク
ラ
シ
カ

ル
優
勝
、
天
皇
杯
第
1
0
1
回
全
日
本
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
男
子
50
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
・
男
子
15
㎞

フ
リ
ー
優
勝

小こ
ば
や
し林 

倫み
ち
こ子 （

旭
町
1
丁
目
）

　

世
界
ダ
ウ
ン
症
水
泳
選
手
権
大
会
平

泳
ぎ
50
ｍ
・
1
0
0
ｍ
・
2
0
0
ｍ
優
勝
、

国
際
知
的
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
グ

ロ
ー
バ
ル
ゲ
ー
ム
ズ
平
泳
ぎ
50
ｍ
・

1
0
0
ｍ
・
2
0
0
ｍ
優
勝

フ
ァ
ン
キ
ー
ガ
ー
ル
ズ

　
2
0
2
3
全
日
本
綱
引
選
手
権
大
会

第
5
位

勝
山
高
等
学
校
日
本
文
化
部

　

第
33
回
福
井
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
第
60
回
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
郷
土

芸
能
部
門
最
優
秀
賞

滝た
き
も
と本 

乙お
と
は葉 （

平
泉
寺
小
5
）

　
2
0
2
2
オ
ー
ル
キ
ッ
ズ
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
小
学
校
4
年
女
子
第
2
位

吉よ
し
か
わ川 

悠ゆ
う
ま真 （

村
岡
小
6
）

　

と
び
う
お
杯
第
38
回
全
国
少
年
少
女

水
泳
競
技
大
会
男
子
50
ｍ
自
由
形
第
4

位
、
男
子
1
0
0
m
自
由
形
第
4
位

宇う

の野 

奎け
い

舟し
ゅ
う （

村
岡
小
5
）

　
2
0
2
2
オ
ー
ル
キ
ッ
ズ
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
小
学
校
4
年
男
子
優
勝

学
校
文
化
功
績
賞

学
校
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞

瑞
宝
小
綬
章（
秋
の
叙
勲
）

　

梅う
め
だ田　

幸ゆ
き
し
げ重

さ
ん（
77
）

＝
福
井
市
＝

　

昭
和
44
年
県
職
員
と
な
り
、
福

井
県
健
康
福
祉
部
長
な
ど
を
歴
任

し
、
平
成
22
年
4
月
か
ら
12
年
間
、

勝
山
市
教
育
長
を
務
め
、
教
育
行

政
の
推
進
に
尽
力
し
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章（
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
）

　

中な
か
む
ら村　

義よ
し
み三

さ
ん（
73
）

＝
北
郷
町
森
川
＝

　

昭
和
44
年
に
巡
査
と
な
り
、
主

に
刑
事
部
門
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
事
件
を
解
決
す
る
と
と
も

に
、
似
顔
絵
捜
査
官
と
し
て
後
進

の
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

おめでとうございますおめでとうございます
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令和5年度勝山市表彰式� 02

第1特集　文化って楽しい‼� 05

第2特集　中学校再編　～キャリア教育～� 08

HOT話題� 10

ジオパークコラム、スマイルPick�Up！� 12

ポスターコンクール等入賞者紹介� 13

市からのお知らせ� 14

市民の広場� 19

人口の動き　 10月末現在（前月比）
総人口 21,495人（－35）
世帯数 7,913世帯
男性 10,259人（－14）
女性 11,236人（－21）
出生 6人
死亡 30人
転入 24人
転出 35人

10月の交通事故　（前年比）

事故 37件（＋4）
死者 0人（±0）
負傷者 1人（－3）

11月の納税

（国民健康保険税(3期)）
納期限 11月30日
口座振替 11月27日

目次

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報

旧 ((

今 月 の 表 紙

『広報かつやま』では表紙や記事に登場するモデルを

募集しています。応募方法や条件は、こちらをご覧

ください。

Cover m
odel

かつやまWakuWaku文化フェスタ
オープニングセレモニーを盛り上げる

勝山高校日本文化部の皆さん

デジタルアルバム
　文化フェスタの様子（ステージ
イベント、多文化交流体験、芸能
発表など）は、カタログポケット
で写真を公開しています！

X
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Proud of
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オープニングから参加しま
したが、ステージイベント
がにぎやかで良かったで
す。会場も入りやすい雰囲
気で文化フェスタを楽しめ
ました。

絵画のシール体験が楽し
かったです。

　
10
月
28
日
・
29
日
、
11
月
4
日
・
5
日
、

2
週
間
に
わ
た
り
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
と
市
民

会
館
で
「
か
つ
や
ま
W
a
k
u
W
a
k
u

文
化
フ
ェ
ス
タ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
28
日
・
29
日
は
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
で
作

品
の
展
示
や
様
々
な
文
化
体
験
が
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
大
勢
の
方
が
文
化
に
親
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
4
日
・
5
日
は
、
市
民
会
館
で
芸
能
発

表
が
行
わ
れ
、
市
内
で
活
動
す
る
23
団
体

の
皆
さ
ん
が
普
段
の
活
動
の
成
果
を
披

露
し
て
い
ま
し
た
。

　

文
化
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
さ
れ
た
方
は
、

普
段
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
伝
統
的
な

芸
能
や
芸
術
活
動
、
多
文
化
交
流
な
ど
の

文
化
芸
術
活
動
に
親
し
み
ま
し
た
。

多
く
の
人
が

文
化
芸
術
に
親
し
み

興
味
の
幅
を
広
げ
る

フ
ェ
ス
タ
へ

　

か
つ
や
ま
W
a
k
u
W
a
k
u
文

化
フ
ェ
ス
タ
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
民

総
合
文
化
祭
を
中
心
に
、
文
化
イ
ベ

ン
ト
を
同
じ
時
間
や
場
所
で
開
催
し
、

多
く
の
人
が
文
化
芸
術
に
触
れ
、
興

味
の
幅
を
広
げ
て
も
ら
う
た
め
、
今

年
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

お茶を楽しみなが
ら音楽が聞けてと
ても良かったです。

ピンクや白い花をど

こに飾ろうか考える

のが楽しかったです。

挑
戦
し
て
み
て
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

参加者の声

観賞観賞観賞観賞

体験体験体験体験

文
化

楽
し
み
な
が
ら
次
世
代
へ

特集特集
文
化
っ
て
楽
し
い
‼

第1
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総合文化祭は、毎年楽し
みに見に来ています。い
ろいろな団体の発表を見
ていると自分もやってみ
たいと思います。

人
か
ら
人
へ

伝
統
を
守
る
た
め
に「
楽
し
む
」

　
勝
山
市
文
化
協
会
の
会
員
の
一
つ
に
長

柄
会
が
あ
り
ま
す
。
勝
山
市
に
伝
わ
る
民

謡
「
長
柄
節
」
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め

に
会
を
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
の
宮
山 

さ
ん
は「
伝
統
文
化
は「
人
」が
繋
ぐ
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
に
伝
わ
っ
て
き

た
伝
統
文
化
を
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に

も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
」と
の
思
い
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
会
の
廣
田
さ
ん
は
「
会
員
の

皆
さ
ん
と
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
」
と
歴
史
や
伝
統
を
守
る
た
め
に

は
、
自
分
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
も
大
切
な

こ
と
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
生
き
る
力
」や

心
を
豊
か
に
す
る
文
化
活
動

　

勝
山
市
文
化
協
会
に
は
39
団
体
が
加

盟
し
、
日
頃
か
ら
文
化
芸
術
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
勝
山
市
文
化
協
会 

会
長
の
杉
下
さ
ん
は

「
作
品
を
作
る
と
き
は
、
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で″
生
き
る
力
〟に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
書
道
や
絵
画
な
ど
を
見
る

と
気
分
が
晴
れ
て
、
心
が
豊
か
に
な
り
ま

す
」
と
文
化
芸
術
活
動
を
続
け
て
き
て
良

か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
文
化
芸
術
の
世
界
に
触
れ
、

幸
福
感
や
精
神
的
な
充
足
感
を
高
め
つ

つ
、
他
人
と
の
共
感
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、
伝
統
を
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
く　

―　

か
つ
や
ま

W
a
k
u
W
a
k
u
文
化
フ
ェ
ス
タ
を

き
っ
か
け
に
文
化
の
世
界
に
足
を
一
歩
踏

み
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

勝山市文化協会
会長　杉

すぎした
下 君

き み え
枝　さん

参加者の声

発表発表

長柄会の皆さん

発表発表
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勝
山
高
校
の
魅
力
紹
介
交
流
会

勝
山
高
校
の
魅
力
紹
介
交
流
会

地
域
に
学
ぶ「

地
域
に
学
ぶ「
1414
歳
の
挑
戦
」

歳
の
挑
戦
」

　

10
月
17
日
、
勝
山
高
校
の
１
・
２
年

生
が
出
身
中
学
校
を
訪
問
し
、
後
輩
た

ち
に
直
接
、
高
校
生
活
の
魅
力
を
伝
え

ま
し
た
。

　

勝
山
高
校
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い

る
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
高
校
へ
の

進
学
を
希
望
し
て
い
る
生
徒
も
、
先
輩

の
具
体
的
な
言
葉
か
ら
実
際
の
高
校
生

活
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

新
中
学
校
開
校
後
に
は
、
日
々
の
学

校
生
活
を
通
し
て
、
高
校
生
活
や
高
校

で
の
学
習
な
ど
を
身
近
に
感
じ
、
将
来

の
進
路
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
教
育

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
勝
山
南
部
中
学
校
は
11
月
に
実
施
予

定
）

　

中
学
校
が
統
合
さ
れ
る
と
、
中
学
２

年
生
が
、
市
全
域
の
事
業
所
で
経

験
し
た
職
場
体
験
を
互
い
に
発
表

し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
全
ク
ラ
ス

で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
学
習
を
通
し
て
生
徒

た
ち
が
勝
山
市
の
産
業
や
地
域
の

課
題
な
ど
に
視
野
を
拡
げ
、
将
来

の
生
き
方
を
考
え
て
い
く
学
習
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

進
路
を
考
え
る
学
習
と
し
て
、
市
内

の
３
中
学
校
の
２
年
生
が
平
成
６
年
ご

ろ
か
ら
職
場
体
験
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
年
は
市
内
73
事
業
所
の
ほ
か
、
市

役
所
の
各
課
に
も
た
く
さ
ん
の
中
学
生

が
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。
多
く
の
中
学

生
に
と
っ
て
、
実
際
に
働
く
こ
と
を
通

し
て
将
来
の
生
き
方
を
考
え
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

連携型中高一貫教育のメリットを最大限生かす

「キャリア教育」
　新中学校は、中学・高校独自の教育を進めながら、勝山高校敷地内に併設するメリットを最大限生
かして中高一貫教育を進めます。その一つはキャリア教育と呼ばれる進路や生き方を見つける学習で
す。各教科の時間に加え、新たに「ライフデザインタイム」という時間を設定し、多様な人々の生き方
や考え方を通して、自分のよさや可能性を認め、将来を考える機会を充実する学習を進めていきます。

第２特集第２特集

●　●　●　●　●
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新
し
い
中
学
校
の
校
名
と
し
て

8
8
5
件
３
７
６
種
類
の
応
募
か
ら
11

候
補
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
児
童
生
徒
に
よ
る
投
票
を
実

施
し
な
が
ら
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

【
選
定
方
法
】

　

8
票
以
上
の
応
募
の
あ
っ
た
校
名
に

加
え
、
再
編
準
備
委
員
会
総
務
部
会
の

委
員
が
校
名
を
選
考
し
、
最
終
的
に
11

候
補
を
選
出
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
進
め
方
】

①
児
童
生
徒
に
よ
る
投
票

�（
12
月
20
日
㈬
～
令
和
6
年
1
月
10
日
㈬
）

② 

投
票
結
果
を
参
考
に
総
務
部
会
に
て

３
候
補
を
選
出

③ 

市
総
合
教
育
会
議
に
て
校
名
を
決
定

　
校
名
決
定
後
に
「
勝
山
市
立
学
校
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
を
議

会
に
上
程
し
ま
す
。

か

子育て 情報ステーシヨン

つやままんなかこども
　こども課では、赤ちゃんが生まれる前から学校卒業まで、切
れ目ない支援体制により、未来を担う子どもたちの健やかな
成長と保護者が安心して子育てできる環境づくりを進めてい
ます。   　　問こども課　☎88-8771

　こども課では、赤ちゃんが生まれる前から学校卒業まで、切
れ目ない支援体制により、未来を担う子どもたちの健やかな
成長と保護者が安心して子育てできる環境づくりを進めてい
ます。   　　問こども課　☎88-8771

　簡単な家事や保育などを代わりに行い、子育て
家庭の方、妊娠中の方の生活を支援します。

利用できるご家庭
小学校3年生までのお子さんがいるご家庭
第1子を出産予定の妊婦さんがいるご家庭

どんなサービスなの？
①一時預かり（ご自宅でお子さんの見守り）
②送迎（こども園、小学校などへの送迎（徒歩のみ））
③ 生活支援
　（洗濯、掃除、食事
の準備や買い物など
の簡単な家事）

利用者さんの声

利用料金はいくら？
　平日の午前8時～午後6時　1時間350円
※ 上記以外の時間や土・日・祝日、サービス内

容により料金が異なります。詳しくはこども
課までお問い合わせください

申・問こども課 ☎88-8771

『子育て生活応援隊』『子育て生活応援隊』
子育て家庭の方、妊娠中の方の家事・育児をサポートします！子育て家庭の方、妊娠中の方の家事・育児をサポートします！

洗濯など手が回らないので、家
事をしていただき大変助かって
います。とても優しく、子ども
たちも可愛がってくださり嬉し
いです。

◉◉ 勝山市立勝山中学校

◉◉ 勝山市立かつやま中学校

◉◉ 勝山市立新勝山中学校

◉◉ 勝山市立勝山三中学校

◉◉ 勝山市立勝山みらい中学校

◉◉ 勝山市立勝山成器中学校

◉◉ 勝山市立成器中学校

◉◉ 勝山市立恐竜中学校

◉◉ 勝山市立勝竜中学校

◉◉ 勝山市立桜中学校

◉◉ 勝山市立勝山さくら中学校

新
中
学
校
名

 
11
候
補
を
選
出

校名に込めた
思いはこちら

候補名

第２特集　中学校再編　～キャリア教育と新中学校名～
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　乾燥、渇水期、強風による火災の発生や拡大
が予想される秋に、効率的な火災防ぎょ活動が
できるよう秋季消防訓練が行われました。

秋季消防訓練
■10月13日　郡町一帯

　勝山北部中学校の1年生が、地元の福祉施設で奉
仕活動に取り組み、交流活動も行いながら地域活
動について考えを深めました。

北中まちづくりプロジェクト「地域奉仕活動」
■10月20日　勝山北部中学校校下

　地方創生推進プロジェクトに活用してほしい
と、ジャパンベストレスキューシステム株式会
社から100万円のご寄附をいただきました。

　「すこやかフェスタ」が開催され、今年は会場で
の飲食など、コロナ禍の制限を撤廃し、大変多
くの人で賑わいました。

すこやかフェスタ　盛大に開催
■10月7日　ジオアリーナ

　イナカの「理想と現実」を探求するをテーマ
に、県内をフィールドに活動するメンバーが集
まり、あたらしいイナカ会議が開催されました。

あたらしいイナカ会議
■10月13日　越前大仏

　健康増進、介護・認知症対策、子育て支援に
活用してほしいと、明治安田生命保険相互会社
から51万1,500円のご寄附をいただきました。

ご寄附ありがとうございました

広報かつやま11月号 №828広報かつやま11月号 №828　　　　 10 10



勝山産業フェア　多くの人で賑わう� ■10月22・23日　ジオアリーナ

　市内企業が一堂に会し、事業内容のPR、就職
促進、販路開拓と消費拡大を目的に、産業フェ
アが開催されました。
　また、23日は市内の中学1年生約160人を招
いて各企業が自社の事業についてプレゼンテー
ションを行いました。

　広報紙で紹介しき
れ な か っ た 話 題 も
SNSで発信していま
す。

地域の話題を発信中！

　平泉寺小学校5、6年生が、地元白山平泉寺の魅
力を学び、その魅力を伝えるため、地域の方を招
き語り部活動を行いました。

平泉寺小学校　語り部活動
■10月25日　平泉寺白山神社旧境内

　キッチンカーや屋台、ワークショップ、スマー
トボールなど大人も子どもも楽しめる夜市が開
催され、多くの人で賑わいました。

勝山夜市　にぎやかに開催
■10月21日　花月楼・大清水公園周辺

　いのせンスオータムコンサートが開催され、オ
リジナルソング「メロンの唄」が披露されるなど、
世代間交流が行われました。

いのせンス オータムコンサート
■10月21日　猪野瀬こうみん館

勝山市役所 PR室

Facebook

2023
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　

勝
山
市
出
身
で
フ
ル
ー
ト
奏
者

の
木
下
園
子
さ
ん
。
一
昨
年
、
同

じ
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
内
田
さ
ん
（
鯖

江
市
出
身
）
と
デ
ュ
オ
「
ブ
ラ
ン

シ
ュ
」
を
結
成
し
、
各
地
で
表
現
豊

か
な
音
色
を
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
下
さ
ん
は
、
勝
山
南
部
中
学

校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
で
フ
ル
ー

ト
を
始
め
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏

し
た
り
、
内
田
さ
ん
と
出
会
う
中

で
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
の
道

を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
外
の
大
学
を
卒
業
後
、
自
分

な
り
の
音
楽
を
追
及
す
る
た
め
、

現
在
は
東
京
藝
術
大
学
の
別
科
に

在
籍
し
な
が
ら
都
内
や
福
井
県
内

で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
26
日
㈰
に
は
、「
ブ
ラ
ン

シ
ュ
」
と
し
て
初
め
て
勝
山
市
内
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
会
場
の
市
民
会
館

は
、
私
が
初
め
て
人
前
で

フ
ル
ー
ト
を
演
奏
し
た

場
所
で
あ
り
、
ま
た
、
フ

ル
ー
ト
奏
者
の
道
を
目

指
そ
う
と
決
心
し
た
場

所
で
も
あ
る
と
て
も
思
い
出
深
い

場
所
で
す
。
地
元
で
の
演
奏
は
少

し
照
れ
く
さ
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
磨
い
て
き
た
音
色
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
」
と
地
元
で
演
奏
す
る
思
い
を
話

す
木
下
さ
ん
。

　
「
ピ
ア
ノ
伴
奏
が
な
い
少
し
珍
し

い
フ
ル
ー
ト
演
奏
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
ま
た
、
今
回
は
ゲ
ス
ト
に

チ
ェ
ロ
奏
者
の
荒
井
結
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
す
。
チ
ェ
ロ
と
の
共
演

も
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
」と

笑
顔
で
話
さ

れ
て
い
ま
し

た
。

成
長
し
た
姿
を
ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ん
へ

木
きのした

下　園
そ の こ

子 さん（28）
＝東京都（旭毛屋出身）＝

　

10
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
３
日

間
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
の
柴
尾
智

子
さ
ん
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
石
川
徹

さ
ん
を
調
査
員
に
迎
え
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
再
認
定
現
地
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　　
現
地
調
査
で
は
、
令
和
元
年
10
月
か

ら
４
年
間
の
活
動
実
績
の
報
告
の
ほ

か
、
関
係
団
体
の

活
動
紹
介
や
ゆ
め

お
ー
れ
勝
山
な
ど

関
連
施
設
の
視

察
、
勝
山
市
ジ
オ

パ
ー
ク
ガ
イ
ド
に
よ
る
ジ
オ
サ
イ
ト

（
平
泉
寺
町
大
矢
谷
白
山
神
社
の
巨
大

岩
塊
）の
案
内
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
関
連
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
市
内
小
中
学
校
の
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
の
活
動
や
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習
の

内
容
が
説
明
さ
れ
、
併
せ
て
平
泉
寺
小

学
校
の
皆
さ
ん
に
も
活
動
内
容
を
発
表

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
支
え

る
地
域
の
方
々
の
取
り
組
み
を
、
む
ろ

こ
女
性
の
会
や
の
む
き
風
の
郷
、
農
遊

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
お

よ
び
現
地
見
学
で
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

再
認
定
審
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

令
和
5
年
12
月
頃
に
発
表
さ
れ
る
の

で
、
改
め
て
広
報
な
ど
で
お
伝
え
し
ま

す
。

日本ジオパーク再認定現地調査が行われました。

調査員にあいさつする水上市長

調査員に活動内容を発表する
平泉寺小学校の皆さん
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
等
入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

市
長
賞
▼

　
野
村
優
介（
成
器
南
3
）

教
育
長
賞
▼

　
ヘ
ネ
シ
ー
海
理（
し
ろ
き
こ
・
年
長
）

金
賞
▼

　

 

野
村
映
介（
成
器
南
６
）亀
井
太
誠（
成
器

西
２
）三
津
谷
華
子（
き
た
こ
・
年
長
）

銀
賞
▼

　

 

阪
根
奏
多（
村
岡
５
）辻
煌
大（
平
泉
寺

２
）中
村
銀
志（
成
器
南
１
）吉
田
桧
南

乃（
鹿
谷
保
・
年
長
）島
田
桜
史
郎（
し

ろ
き
こ
・
年
長
）

銅
賞
▼

　

 

松
谷
昊
青（
野
向
３
）西
野
太
凰（
成
器
西

1
）廣
田
悠
吾（
鹿
谷
保
・
年
長
）倉
田
健

世（
し
ろ
き
こ
・
年
長
）

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼

　
小
山
梨
愛（
勝
山
中
部
2
）

　

  

松
澤
武
彦
（
勝
山
北
部
1
）
長
尾
理
愛

（
荒
土
6
）
林
弥
夢
（
成
器
南
3
）
松
谷

帆
夏（
野
向
1
）

銀
賞
▼

　

 

吉
田
七
海
（
勝
山
北
部
1
）
中
村
奈
緒

（
村
岡
6
）藤
田
ほ
の
か（
成
器
西
5
）髙

野
舞（
村
岡
4
）髙
崎
奏
来（
成
器
南
4
）

本
田
華
奈
子（
成
器
南
3
）伊
藤
蓮（
成

器
南
3
）吉
村
友
翔（
三
室
1
）

銅
賞
▼

　

 

佐
野
育
海
（
勝
山
北
部
3
）
酒
井
悠
真

（
勝
山
北
部
3
）
林
美
結
（
勝
山
南
部

3
）
川
瀨
羽
音
（
北
郷
5
）
小
倉
孝
太

（
成
器
南
3
）平
林
侑
馬（
平
泉
寺
3
）

恐
竜
博
物
館
賞
▼

　
松
浦
綾
希（
成
器
南
4
）

金
賞
▼

　

 

三
觜
紗
弥
音（
成
器
南
5
）平
野
宝（
成

器
西
3
）南
部
蒼
佑（
成
器
南
2
）

銀
賞
▼

　

 

田
中
寧
音（
北
郷
6
）中
辻
愛
莉（
成
器

西
6
）
林
文
太
（
北
郷
5
）
長
谷
川
尊

（
成
器
南
4
）
鳥
山
結
晴
（
成
器
南
4
）

島
田
咲
希（
成
器
南
3
）森
景
大
翔（
村

岡
1
）松
山
芽
生（
三
室
1
）丸
山
夏
野

介（
し
ろ
き
こ
・
年
長
）本
多
波
瑠（
し

ろ
き
こ
・
年
中
）

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

図
画
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

銅
賞
▼

　

 

田
中
秀
和
（
北
郷
6
）
小
林
翔
（
北
郷

6
）鈴
木
雅
大（
成
器
南
6
）平
林
茂
篤

（
平
泉
寺
5
）
鵜
山
春
助
（
村
岡
5
）
牧

野
陽
真（
成
器
南
5
）石
畝
春
香（
村
岡

4
）福
岡
優
真（
成
器
西
4
）島
田
結
唯

（
北
郷
3
）
多
田
絢
音
（
荒
土
3
）
宮
本

陽
琉（
平
泉
寺
2
）北
口
こ
い（
成
器
西

2
）山
田
瑛
琉（
成
器
南
1
）大
沢
芽
愛

（
成
器
南
1
）永
井
真
心（
中
央
こ
・
年

長
）嶋
田
知
路（
鹿
谷
保
・
年
長
）西
浦

志
奈（
上
野
こ
・
年
長
）伊
藤
す
ず（
ケ

イ
テ
ー
こ
・
年
中
）山
口
杏（
中
央
こ
・

年
中
）檜
木
梨
桜（
鹿
谷
保
・
年
中
）

「
勝
山
と
お
城
を
描
こ
う
」

絵
画
作
品
展
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

インフルエンザの流行に備え
基本的な感染対策を

注意‼

　現時点でのインフルエンザ報告数が直近5年間の同時期と比較して多い状況にあり、例年より早く本格的
な流行が生じる可能性があります。新型コロナウイルス感染症と基本的な感染対策は同じですが、改めて
確認し、感染予防に努めましょう。　　 問健康体育課（すこやか）　☎87 ｰ 0888

【感染経路】　飛沫感染・接触感染

【基本的な感染対策】

 ▪ マスクの着用（咳エチケット）

 ▪ 人 と 人 と の 距 離 を 確 保 す る

帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手を洗い
ましょう。また、ウイルスは石けんに弱いため、石
けんを使って洗うと効果的です。

 ▪ 手 洗 い や 手 指 の ア ル コ ー ル 消 毒

空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下し
ます。乾燥しやすい室内では加湿器などを使って、
適切な湿度（50％～ 60％）を保つことも効果的です。

 ▪ 定 期 的 な 換 気 の 実 施

 ▪  流 行 期 、不 要 不 急 の 時 は な る べ く
人 混 み へ の 外 出 を 控 え る

普 段 か ら 栄 養 と 睡 眠 を 十 分 に と り 、抵 抗 力 を 高 め て お く
こ と も イ ン フ ル エ ン ザ の 発 症 を 防 ぐ 効 果 が あ り ま す 。

予防接種はインフルエンザ発症の可能性を減らし、
もし発症しても重い症状になることを防ぎます。

 ▪  予 防 接 種 の 実 施

　新型コロナウイルス感染症の影響で近年インフルエンザがあまり流行し
なかったことなどにより、インフルエンザの抗体を持っている割合が全年
齢で低下傾向にあります。
　そのため、今シーズンはインフルエンザの流行が起こりやすい状況にあ
ると考えられます。
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

障
が
い
者
虐
待
と
思
っ
た
ら
す
み
や
か
に
通
報
を

�

問
福
祉
課（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
0
7
7
7

障
が
い
者
虐
待
と
は
？

　

障
が
い
者
へ
の
虐
待
は
次
の
３
種
類

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

次
の
こ
と
は
、
虐
待
で
す
！

　
虐
待
さ
れ
た
ら
、
が
ま
ん
せ
ず「
い
や
だ
」

「
や
め
て
」と
言
い
ま
し
ょ
う
。
市
役
所
の
相

談
窓
口
や
身
近
な
人
に
相
談
を
し
ま
し
ょ

う
。

《
障
が
い
者
虐
待
の
具
体
例
》

身
体
的
虐
待

・ 

な
ぐ
る
、
蹴
る
、
つ
ね
る
、
や
け
ど
を

さ
せ
る
、
部
屋
に
閉
じ
込
め
る
、
ベ
ッ

ド
に
縛
り
つ
け
る　
な
ど

心
理
的
虐
待

・ 

怒
鳴
る
、の
の
し
る
、笑
い
も
の
に
す
る
、

無
視
す
る
、
悪
口
を
言
う　
な
ど

性
的
虐
待

・ 

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
・
さ
せ
る
、

　
裸
に
す
る
、
キ
ス
を
す
る　
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト（
放
棄
・
放
置
）

・ 

食
事
や
排
泄
な
ど
の
世
話
を
し
な
い
、

お
風
呂
に
入
ら
せ
て
く
れ
な
い
、
必
要

な
治
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ

な
い　
な
ど

経
済
的
虐
待

・ 

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
、

本
人
に
無
断
で
預
貯
金
を
使
う　
な
ど

見
逃
さ
な
い
で
、
小
さ
な
サ
イ
ン
！

　
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
、
虐
待
か
ら

守
る
と
と
も
に
、
虐
待
し
て
い
る
人
を
救

う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

虐
待
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
通
報
者
の
情
報
は
守
ら
れ
ま

す
。

通
報
受
付
・
相
談
先

◉
日
中

　
福
祉
課（
す
こ
や
か
内
）

�

☎
87
‐
０
７
７
７

F
A
X 

87
‐
3
5
2
2

メ
ー
ル　

fukusi@
city.katsuyam

a.
lg.jp

◉
休
日
夜
間（
緊
急
通
報
の
み
受
付
）

　
市
役
所（
宿
日
直
）�

☎
88
‐
１
１
１
１

　

 

　
勝
山
市
で
は
、
令
和
４
年
度
に
、
養
護

者
に
よ
る
虐
待
通
報
が
２
件
、
施
設
従
事

者
等
に
よ
る
虐
待
通
報
が
２
件
あ
り
、
そ

の
う
ち
１
件
を
虐
待
認
定
し
ま
し
た
。

①
養
護
者
に
よ
る
虐
待

　
障
が
い
者
の
家
族
や
親
族
に
よ
る
虐

待② 

障
が
い
者
福
祉
施
設
従
事
者
等

に
よ
る
虐
待

　

障
が
い
者
福
祉
施
設
な
ど
で
働
い
て

い
る
職
員
に
よ
る
虐
待

③
使
用
者
に
よ
る
虐
待

　

障
が
い
者
を
働
か
せ
て
い
る
事
業
主

に
よ
る
虐
待

障
が
い
者
虐
待
の
特
徴
と
は
？

●
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る

● 

虐
待
を
し
て
い
る
人
に
、
虐
待
を
し

て
い
る
認
識
が
な
い
こ
と
が
あ
る

● 

虐
待
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
と
認
識

で
き
ず
、
自
分
か
ら
被
害
を
訴
え
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る

相
談
窓
口
・
相
談
員
の
ご
紹
介

◉
勝
山
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
す
こ
や
か
内
）

�

☎
88
‐
１
１
７
７

　

ご
家
族
の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

◉
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

　
勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会（
す
こ
や
か
内
）�

�

☎
88
‐
１
１
７
７

　
九
頭
竜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ�

�

☎
87
‐
６
３
０
０

　
大
日
園�

�

☎
89
‐
３
２
１
０

◉
障
害
者
相
談
員（
敬
称
略
）

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の
方
の

目
線
に
あ
っ
た
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
水
谷　
修（
村
岡
町
浄
土
寺
）

　
　

�

☎
88
‐
３
４
８
１

　
石
橋　
清
美（
旭
町
２
丁
目
）

　
　

�

☎
88
‐
２
９
０
６

1212
月月
33
日
～
日
～
99
日
は
障
害
者
週
間

日
は
障
害
者
週
間

　　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
、
持
っ
て

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
、
持
っ
て

い
な
い
な
ど
は
気
に
せ
ず
、
お
気
軽
に
ご

い
な
い
な
ど
は
気
に
せ
ず
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
者
の
目
線
に
立
っ

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
者
の
目
線
に
立
っ

た
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す

た
相
談
・
支
援
を
行
い
ま
す
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節
水
の
協
力
要
請

　
観
測
井
戸
（
立
川
水
源
地
敷
地
内
）
の

地
下
水
位
が
一
定
の
基
準
水
位
を
下
回
っ

た
場
合
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
所
さ
ま

に
節
水
の
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

悪
天
候
時
の
検
針

　

外
出
が
困
難
と
な
る
悪
天
候
時
に
は
、

検
針
を
行
わ
ず
に
前
年
同
月
分
な
ど
を

参
考
に
使
用
水
量
を
認
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、「
検
針
の
お
知

ら
せ
」
を
ポ
ス
ト
に
投
函
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
過
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
、
翌
月
以

降
の
検
針
値
で
精
算
し
ま
す
。

市からのお知らせI n fo r m a t i o n

地
下
水
は
み
ん
な
の
財
産
　
冬
は″
節
水
〟を

�

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
9

　
勝
山
市
は
、
良
好
な
水
質
で
あ
る
地
下

水
に
水
道
水
源
の
大
半
を
依
存
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
30
年
の
記
録
的
な
豪
雪
・
寒
波
で

は
、
地
下
水
位
の
低
下
に
伴
い
、
一
部
地

域
で
は
給
水
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

き
な
い
よ
う
、
配
水
区
域
の
変
更
、
水
源

井
戸
の
更
新
・
洗
浄
、
地
下
水
位
の
把
握

と
い
っ
た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
地
下
水
は
市
民

全
体
の
財
産
で
あ
り
、
公
共
性
が
高
い
こ

と
を
認
識
い
た
だ
き
、
特
に
冬
の
消
雪
用

に
水
道
水
を
使
用
し
な
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
地
下
水
に
つ
い
て
も
節
水
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

観測井戸の地下
水位はこちら

改
良
事
業

◉ 

重
要
給
水
施
設　

配
水
管
布
設
替
実

施
設
計
業
務
委
託
（
郡
町
2
丁
目
ほ
か

地
係
）

◉ 

栃
神
谷
配
水
池
ほ
か　

水
位
計
更
新

工
事（
村
岡
町
暮
見
ほ
か
地
係
）

◉ 

法
恩
寺
配
水
池　

高
圧
受
電
盤
遮
断

器
取
替
工
事
（
勝
山
市
1
7
0
字
奥
山

地
係
）

◉ 

鹿
谷
配
水
池　

配
水
流
量
計
更
新
工

事（
鹿
谷
町
保
田
地
係
）

◉  

若
猪
野
水
源
地　

1
号
井
取
水
ポ
ン

プ
取
替
工
事（
若
猪
野
地
係
）

◉  

立
川
第
2
水
源
地　

4
号
井
取
水
ポ

ン
プ
更
新
工
事
（
立
川
町
1
丁
目
地

係
）

◉  

谷
薬
注
室　

次
亜
注
入
ポ
ン
プ
更
新

工
事（
北
谷
町
谷
地
係
）

◉  

重
要
給
水
施
設
配
水
管
布
設
替
工
事

（
昭
和
町
３
丁
目
ほ
か
地
係
）

災
害
復
旧
事
業

◉  

市
道
３
―
43
号
線　

配
水
管
復
旧
工

事（
野
向
町
北
野
津
又
地
係
）

◉ 

谷
水
源
地
取
水
口
及
び
導
水
管
布
設

工
事（
北
谷
町
谷
地
係
）

上
半
期
▼
4
月
1
日
～
9
月
30
日

業
務
の
概
要

　

上
半
期
の
給
水
量
は
１
０
６
万
立
方

メ
ー
ト
ル（
前
年
度
比
３
．
76
％
減
）、
給

水
収
益
は
１
億
４
８
３
２
万
円
（
前
年
度

比
３
．
39
％
減
）
と
な
り
、
給
水
量
、
給

水
収
益
と
も
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

事
業
の
概
況

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し
て
安

全
で
清
浄
な
水
の
供
給
を
図
る
た
め
、
勝

山
市
上
水
道
第
８
次
拡
張
事
業
変
更
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
拡
張
お
よ
び
改
良
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５

年
５
月
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
導
入
し
、
併

せ
て
請
求
方
法
を
毎
月
請
求
に
変
更
し

ま
し
た
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ
び
業

務
委
託
の
契
約
状
況
は
１
億
６
７
７
６

万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
上
半
期
に

契
約
し
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。

拡
張
事
業

◉ 

若
猪
野
水
源
地
１
号
井
フ
ェ
ン
ス
設

置
工
事（
若
猪
野
地
係
）

勝
山
市
水
道
事
業
業
務
状
況【
上
半
期
】

�

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
9
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令
和
令
和
44
年
度
年
度  

水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

水
道
事
業
会
計
決
算
報
告
問
上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２
階
）　
☎
88
‐
８
１
０
９

業
務
状
況（
表
①
参
照
）

　
令
和
4
年
度
は
、
給
水
人
口
が
2
6
3

人
減
少（
前
年
度
比
1
・
25
％
減
）し
、
給

水
戸
数
が
90
戸
増
加
（
前
年
度
比
1
・

20
％
増
）
し
ま
し
た
。
年
間
有
収
水
量
は

前
年
度
に
比
べ
、
営
業
用
な
ど
で
の
使
用

水
量
は
増
加
し
た
も
の
の
、
工
業
用
や
学

校
用
な
ど
の
減
少
や
人
口
減
少
な
ど
の

影
響
に
よ
り
家
事
用
の
使
用
水
量
が
減

少
し
た
た
め
、
前
年
度
を
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
有
収
率
も
前
年
度

比
0
・
74
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。

財
政
状
況（
表
②
参
照
）

　

令
和
4
年
度
の
総
事
業
収
益
は
4
億

8
9
4
5
万
5
千
円
、
総
事
業
費
用
は
4

億
8
8
4
1
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
の
結
果
、
当
年
度
純
利
益
1
0
4
万

5
千
円
を
計
上
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

 

一
方
、
資
本
的
収
入
は
2
億
1
8
9
2

万
8
千
円
、
資
本
的
支
出
は
4
億

1
3
5
4
万
8
千
円
と
な
り
、
こ
の
1
億

9
4
6
2
万
円
の
不
足
額
は
、
損
益
勘
定

留
保
資
金
お
よ
び
減
債
積
立
金
取
崩
額

で
補
填
し
ま
し
た
。

総
括
事
項

　

営
業
収
益
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

3
・
40
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
た
る

収
入
で
あ
る
給
水
収
益
に
つ
い
て
は
、
営

業
用
は
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
が
、

工
業
用
や
学
校
用
、
家
事
用
が
減
少
し
た

た
め
前
年
度
比
0
・
57
％
の
減
収
と
な
り

ま
し
た
。
営
業
費
用
に
お
い
て
は
、
燃
料

費
高
騰
に
伴
う
電
気
料
金
の
増
加
、
漏
水

修
繕
件
数
の
増
加
に
伴
う
修
繕
費
の
増

加
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入
に
か
か
る
シ
ス

テ
ム
の
改
修
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
前
年

度
比
6
・
16
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表①　業務状況
項 目 業 務 量 前年度増減比

給 水 人 口 20,850人 -1.25％
給 水 戸 数 7,589戸 1.20％
年 間 総 配 水 量 2,714,423㎥ 0.38％
年 間 有 収 水 量 2,205,549㎥ -0.52％

1日最大配水量 15,337㎥
令和5年1月27日

15.72％

有 収 率 81.25％ -0.74％
比率ではなく下降数

導送配水管延長 347,293.9m 0.11％

表③　主な改良事業
事 業 名 

（ 工 事 名 ） 地 係 事 業 費
（ 工 事 費 ）

重要給水施設配
水管布設替実施
設 計 業 務 委 託

旭町1丁目ほか 680万9千円

重要給水施設配
水管布設替工事
第1 ～ 6工 区

旭町1丁目ほか 1億1,745万1千円

大蓮寺バイパス
工事に伴う配水
管 布 設 替 工 事

昭和町1丁目ほか 588万5千円

立 川 第2水 源 地 
５号井機械設備
工 事

立川町１丁目 1,514万7千円

立川水源地～中継
ポンプ場遠方監視
設 備 更 新 工 事

立川町２丁目ほか 580万8千円

表②　財政状況
【収益的収支（税抜）】

区　分 R4年度決算額 R3年度決算額
収　入 4億8,945万5千円 4億7,730万4千円
支　出 4億8,841万     円 4億6,161万円
差　引 104万5千円 1,569万4千円

【資本的収支（税込）】
区　分 R4年度決算額 R3年度決算額
収　入 2億1,892万8千円 8,613万3千円
支　出 4億1,354万8千円 2億7,842万8千円
差　引 -1億9,462万     円 -1億9,229万5千円

広報かつやま9月号14ページに掲載しました「令和4年度水道事業会計決算報告」に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。なお訂正箇所は着色した箇所になります。

前年度増減比

　
令
和
４
年
度
は
人
口
減
少
や
節
水
器
具

の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
給
水
収
益
が
減
少

し
、
燃
料
費
や
資
材
費
、
労
務
単
価
の
上

昇
に
よ
り
費
用
が
増
加
す
る
中
、
国
の
交

付
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
経
常
収
支
の
黒

字
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
34
年
の
事
業
創

設
以
来
、
約
60
年
が
経
過
し
て
お
り
、
管

路
や
設
備
の
更
新
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
る
べ

く
強
靭
化
や
耐
震
化
も
求
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
医
療
施
設
へ
向

か
う
老
朽
化
し
た
配
水
管
を
耐
震
管
に
布

設
替
え
す
る
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
管

路
な
ど
の
更
新
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要

に
な
る
こ
と
か
ら
、国
の
補
助
金
の
ほ
か
、

保
有
し
て
い
る
資
金
を
計
画
的
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
料
金
改
定
も
含
め
、
財
源

を
確
保
し
財
政
的
基
盤
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
生
活
に
不
可
欠
と
な
る

清
浄
で
安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た

め
、既
存
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
、

社
会
的
情
勢
の
変
化
な
ど
を
注
視
し
、
更

な
る
経
営
の
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
決
算
書
を
市
立
図
書
館
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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2
週
間
に
わ
た
り
「
か
つ
や
ま
Ｗ

ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
文
化
フ
ェ
ス
タ
」

を
取
材
し
ま
し
た
。

　
普
段
、
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
が

な
い
書
道
や
絵
画
、
三
味
線
、
吟
舞

な
ど
を
見
て
、
多
く
の
市
民
や
団
体

が
、
日
頃
か
ら
文
化
活
動
に
親
し
ん

で
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
生

き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（
T
・
S
）

編
集
後
記

宝
く
じ
助
成
で
備
品
を
整
備

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
1
1
1
5

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
助

成
を
受
け
て
、
布
市
区
、

北
野
津
又
区
、
発
坂
区
が

活
動
備
品
を
整
備
し
ま
し

た
。

【北野津又区】
エアコン・投光器・発電機・
テントなど

【布市区】
  太鼓

【発坂区】
  テント
 エアコン

勝
山
左
義
長
お
は
や
し
講
習
会
参
加
者
募
集

�

申
・
問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
1
4

偏
見
や
差
別
は
や
め
ま
し
ょ
う（
第
75
回
人
権
週
間
）

�

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
1
1
1
5

時 

11
月
27
日
、
12
月
4
日
・
11
日
・
18
日
、

1
月
15
日
・
22
日
・
29
日
、
2
月
5

日（
全
8
回
・
す
べ
て
月
曜
日
）

　
午
後
7
時
30
分
～
9
時

所
市
民
会
館
１
階
展
示
ホ
ー
ル
ほ
か

対 

太
鼓
は
小
学
4
年
生
以
上
（
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）、
笛
・
三
味

線
は
中
学
生
以
上

※ 

氏
名
・
住
所
・
学
年
・
受
講
し
た
い
楽

器
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

※ 
笛
・
太
鼓
バ
チ
は
各
自
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い（
三
味
線
は
数
に
限
り
あ
り
）

　

国
際
連
合
は
、「
世
界
人
権
宣
言
」
を

採
択
し
た
日
（
12
月
10
日
）
を
「
人
権

デ
ー
」と
定
め
、
日
本
で
は「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
1
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
ま
し
た
。
勝
山
市
で
は
、
人

権
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
人
権
擁
護
委
員

を
中
心
に
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
守

ら
れ
る
よ
う
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
街
頭
啓
発

時
12
月
8
日
㈮
午
前
11
時
～

所
勝
山
サ
ン
プ
ラ
ザ

人
権
お
困
り
相
談
会

時
12
月
6
日
㈬
午
前
9
時
～
11
時
30
分

所
教
育
会
館　
蘭
・
桜
の
間

人
権
図
書
P
R
コ
ー
ナ
ー

時
12
月
1
日
㈮
～
15
日
㈮

所
市
立
図
書
館

人
権
パ
ネ
ル
展

時
12
月
4
日
㈪
～
12
日
㈫

所
教
育
会
館
ロ
ビ
ー
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

省略記号　時  –とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

お知らせ

殿さま感謝祭

時 11月19日㈰午前10時～午後3
時所 小笠原廟所内 長柄節踊り、マ
ルシェ・フリーマーケット、ガラ
スネガ写真展、しめ縄作りなど
問本家勝山小笠原の会　田中
☎090－8095－1132

のむき風の郷　感謝祭

時 11月25日㈯午前9時～午後0時
30分所 のむき風の郷内 アトラク
ション、地場産野菜テント市、模
擬店など
問NPO法人まちづくりのむきの
会事務局(のむき風の郷) 
☎64－5810

おやこ防災講座

時 11月25日 ㈯ 午 前10時 ～ 11時
30分所 教育会館ホール内 いのち
の授業、防災グッズ製作・工作講
日本赤十字社福井県支部・勝山市
赤十字奉仕団定 親子20組
※非常食プレゼント（１組につき
１個）締 11月17日㈮
申・問 勝山市男女共同
ネットワーク
 ☎88－1115

親子で太鼓エクササイズ

時 11月26日㈰①午後1時～ 2時②
午後2時30分～ 3時30分所 野向児
童館講 大日太鼓定 各回10組（先着
順）費 無料持 水筒、タオル、内ズッ
ク締 11月22日㈬
申・問青少年育成勝山市民会議
☎87－0101

星に願いを～ part2 ～
(男女出会いイベント）

時 12月2日㈯午後1時～ 4時所 す
こやか内 クリスマスケーキのデコ
レーション、フルーツバスケット
など対 25～45歳の未婚の男女(勝
山市在住、在勤の方優先)定 男女
各8人費 1,000円持 エプロン、三
角巾、タオル締 11月24日㈮
申・問勝山市婦人福祉協議会・くろ
すかつやま事務局　☎87－6150

日本遺産認定ガイド
養成講座「基礎編」（全2回）

時 12月2日㈯・9日㈯午後1時30
分 ～ 4時20分 所 AOSSA研 修 室
603定 30人費 無料持 ノート、筆
記用具締 11月27日㈪
申・問日本遺産「福井・勝山石がた
り」認定ガイド養成講座係(（株）ア
ド・ジャパン)
☎0776－22－5820

フレイルサポーター
養成講座

　フレイルサポーターは、フレイ
ル予防の普及啓発やフレイル
チェックを行うボランティアで
す。サポーターとして、地域で楽
しく活動しませんか？
フレイル▶ 加齢により心と体の働

きが弱ってきた状態
時 11月27日㈪午前10時～午後４
時所 すこやか第1会議室費 無料
申・問健康体育課　☎87－0900

「勝山年の市」出店者募集

費 ＜出店費＞7,300円(道路使用許
可証2,300円を含む)締 11月30日㈭
開催日
時 令和6年1月28日㈰午前9時～
午後2時所 本町通り
申・問勝山年の市振興会
☎090－8269－8529

ふるさと納税母校応援企画
「恐竜テーマの楽曲制作プ

ロジェクト」へご支援を
　恐竜をテーマとした楽曲を制作・
演奏し、音楽の力で地元勝山をPR
したいと思います。皆さまのご協
力をお願いします。
締 12月31日㈰まで
問勝山高校 吹奏楽部
☎88－0200
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広告のお申し込みは総務課まで広告

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。
広報 202３年 1１月号　広告案


